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１．目的  

 沖縄県久米島の儀間池では，夏季にカビ臭現象が発生し利水障害が生じており対策による問題解消が求めら

れていた．しかしながら，その発生源や発生機構が不明であったことから，発生実態の把握を行った上で，カ

ビ臭現象のメカニズムの明確化を行い，これに基づく対策手法を構築する必要がある．本研究は，儀間池およ

び関連水域における現地調査や実験を行い，カビ臭現象の実態把握および発生機構の解明と，これに基づく対

策手法の効果を明らかにすることにより，対策実施の学術的基礎を構築することを目的として行ったものであ

る． 

 

２．材料と方法 

 研究対象である儀間池の位置する儀間川には，儀間池をは

じめ，下流側から比嘉池，フサキナ池およびウフレーヤ池が

存在する．実態把握と発生機構の解明のために，2005 年の成

層期において，フサキナ池上流から儀間池を対象として，カ

ビ臭物質（2MIB，ジオスミン）に加え，一般水質項目および

各池における水温等の鉛直分布調査を実施した．また掲載は

省略するが，貯水池におけるカビ臭現象の一般的な発生機構

を考慮して，植物プラクトンや放線菌の調査も行った． 

その結果得られた発生機構を考慮して，翌年の成層期に全

層混合による嫌気化抑制と，これによる底泥中の放線菌に由

来するジオスミンの水中への放出抑制を図り，気泡循環対策

による全層混合の現地実験を実施した．気泡循環実験は，

2.2kw コンプレッサーより 240NL/minl の空気量を，儀間池の

最深部から放出した．実験期間は 6 月下旬から 7 月下旬の約

1 ヶ月である．この期間を含む数ヶ月間の間，水温等の鉛直

分布調査に加え，水中および底泥中のジオスミンや放線菌の

分析を行った． 

 

２．結果と考察 

2.1.カビ臭実態および発生機構 

 図-1に儀間池およびフサキナ池における水温とDOの鉛直分

布調査結果を示す．両池において,水温成層の形成と底層部の嫌気化が生じている．図-2 には，両池を含む儀

間川の流程方向のジオスミンの濃度変化を示す．なお，2MIB は殆ど検出されなかったため掲載は省略した．

流程方向に徐々にジオスミン濃度が上昇することに加え，両池においては下層の濃度が高いことが確認できる．
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図-1  無対策時における水温等の鉛直分布 
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図-2  無対策時における儀間川流程方向のジオス

ミン濃度の変化(各値は，4,6,8月の3回の調査結果

を平均を示す．○：表層，▲：中層，■，底層を

示す．フサキナ流入と儀間流入は河川地点のため，

表層データのみである．図中矢印は儀間川におけ

る流下方向を示す．) 
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別途実施した放線菌調査により，両池の底泥中に存

在する放線菌が嫌気化による枯死して細胞中のジオ

スミンが水中に溶解する可能性が大きいことが明ら

かとなった．これらより，儀間池におけるカビ臭現

象はジオスミンが原因物質であるとともに，その発

生機構は下層の嫌気化による放線菌の枯死であると

考えられた． 

 

2.2.全層混合実験 

図-3 に，儀間池における気泡循環による全層混合

の直前と実施1ヶ月後の水温およびDOの鉛直分布を

示す．実験前の水温と DO の鉛直分布における成層状

態が，実験実施 1 ヶ月後は鉛直方向にほぼ均一化さ

れていることがわかる．図-4 には，この全層混合実

験期間を含む約3ヶ月間の儀間池におけるDOや底泥

間隙水および水中のジオスミン濃度の時系列変化を

示す．これらより，儀間池においては下層 DO の変化

と底泥間隙水中のジオスミン濃度の変動が対応し，

嫌気条件においてジオスミン濃度が上昇すること，

底層の嫌気状態が解消されている時期には底泥間隙

水中のジオスミン濃度が低減すること，比較対照と

してのフサキナ池においては，底泥間隙水中のジオ

スミン濃度が時系列的に徐々に濃度上昇しているこ

とが確認できる．これらのデータより，ジオスミン

発生機構としての下層嫌気化の影響が確認されると

ともに，全層混合による底層部の嫌気化抑制が，底

泥における放線菌細胞からのジオスミンの放出を抑

制していることが推察される．以上より，底泥中の

放線菌の嫌気化に伴う枯死の結果としてジオスミン

によるカビ臭現象が発生する場合には,気泡循環対

策による全層混合が対策手法として有用である可能

性が指摘できる． 

現在，儀間池は儀間川総合開発事業として築造さ

れた儀間ダム貯水池となり，本研究結果に基づいて

設計,施工据付された気泡循環施設が運用されてい

る．今後は，本研究で得られた知見に基づき効率的

な管理運用を行うための，学術・技術的な研究が必

要である． 
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図-3  気泡循環対策による全層混合実験の結果 
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図-4  気泡循環実験前後のDOおよびジオスミン濃度の変化

（縦破線の範囲は循環実験期間を示す．(c)の凡例は(a)と共

通） 
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